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SPSS Text Analytics for Surveys 4.0.1）した結果、患者の特性として「認知症」
と「患児」が高頻度に検出され、「認知症」の事例では 12 カテゴリ、「患児」
の事例では 6カテゴリとの関連性が認められた。 
 
【結論】 
医療機器による医療事故等の一部は、医療従事者への研修を始め、手順書や
マニュアルの見直し、医療機器の改善・改良（標準化や統一化等）、医療機関の
設備改修等によって削減が可能と考えられ、こうした研究結果が、今後の医療
安全対策に活用されることが期待された。 
 
 
